
5
歳
頃
の
写
真
で
し
ょ
う
か
、や
っ
と
カ
ラ
ー
に
な

り
ま
し
た
。そ
れ
に
し
て
も
、格
好
も
背
景
も
昭
和

を
感
じ
ま
す
ね
ぇ
！

予定が変更となる場合もございますので、予定日が近づきましたら
実施についてご確認の上、ご参加くださいますようお願い致します。

ーVol.13ーーVol.13ー

　鈴木重正と三沢の未来を語るミニ集会を以下の日程で実施いたします。
どうぞお誘い合わせの上お気軽にご参加下さい。
　新しい時代を迎えるにあたって皆さんで“三沢の未来”について大いに語
り合いましょう。

３
　父 ・鈴木重令、母 ・えなみの長男として昭和４３年６月に青森県
三沢市に生まれる。現在、働き盛りの５０歳。
　家族は、妻 （同級生）、長男 （会社員）、長女 （大学生）。

鈴
木
重
正
に
聞
く  

鈴
木
重
正
に
聞
く  

　
三
沢
市
が
持
つ
ご
ぼ
う
や
長

い
も
、昼
イ
カ
や
北
寄
貝
、ブ
ラ

ン
ド
豚
肉
な
ど
の
豊
富
な
一
次

産
品
、空
港
と
駅
を
有
し
て
高

速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
近
い

交
通
の
利
便
性
、国
際
色
、基
地

の
ま
ち
、温
泉
な
ど
を
始
め
と

す
る
様
々
な
地
域
資
源
を
行

政
・
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
と

が
一
体
と
な
っ
て
磨
き
上
げ
て

魅
力
を
高
め
て
、そ
の
魅
力
を

外
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
、定
住・移
住
促
進
や
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
積
極
的
な

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
っ
て
人
口
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
変
化
し
、生
活
ス
タ

イ
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

中
に
あ
っ
て
も
、市
役
所
は
市

民
に
一
番
近
い
行
政
機
関
と
し

て
、時
代
に
あ
っ
た
市
民
本
位

の
最
大
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
を
図
り
、子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、全
て
の
市

民
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
構

築
す
る
た
め
、次
の
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
設
定
し
た「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」の
ほ
か
、市
民

の
皆
さ
ん
と
市
長
が
自
由
な
意

見
を
交
換
す
る「
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
」を
各
地
区
で
積
極
的

に
開
催
し
ま
す
。行
政
情
報
の

見
え
る
化
を
進
め
ま
す
。市
職

員
の
人
材
育
成
を
総
合
的
な
視

点
か
ら
効
果
的
に
進
め
て
、市

民
目
線
で
考
え
行
動
す
る
職
員

を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、最

適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
り
ま
す
。計
画
的
か
つ
効
率

的
な
公
共
施
設
の
整
備
・
維
持

管
理
を
図
る
な
ど
、良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
す

る
体
制
を
整
え
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
I
C
T
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス（
市
立
病

院
の
予
約
、子
育
て
に
関
す
る

情
報
の
提
供
、各
種
電
子
申
請

な
ど
）の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に「
住
ん
で

良
か
っ
た
」「
ず
っ
と
住
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、三
沢
市
を
訪
れ
る

方
々
が
、気
持
ち
良
く
感
じ
て
、

「
来
て
良
か
っ
た
」「
ま
た
来
た

い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、ま
ず
は
市
役
所
が
地
域
で

一
番
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
な
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、市
長
が
先

頭
に
立
っ
て「
市
民
は
お
客

様
」、「
三
沢
を
訪
れ
る
方
々
は

お
客
様
」の
心
で
お
も
て
な
し

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
ま

す
。

Q

　

三
沢
っ
て
い
い
ね
！

Q
 
お
も
て
な
し
の
ま
ち
三
沢
！

 地元の木崎野小、三沢一中、三沢高校を卒業

　平成４年　中京大学法学部法律学科卒業　　

　平成４年～平成１９年　国家公務員

　　　　　　　（防衛庁事務官として防衛施設庁勤務）

　平成２０年　三沢市議会議員に初当選

　平成２４年　三沢市議会議員に当選 （２期目）

　平成２７年　三沢市長選挙に立候補　

　　　　　　　　　 現職候補に２，３８８票差で敗れる。　　　　

　〇自由民主党三沢市支部幹事長

　〇三沢ボリューム会会長　　〇防災士

発行： 鈴木重正後援会　市役所前事務所：〒033-0001 三沢市中央町一丁目１－１  TEL：0176-58-5266　FAX：0176-58-5267 　

　
次
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
三
沢
づ
く
り
（
そ
の
６
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
三
沢
づ
く
り
に
つ
い
て（
そ
の
５
）

最近失敗したことは？

以前読んだことがある本 （小説）を買ってしまったこと。
5 ページくらい読んでから気が付きました…。

11：00～12：00高野沢地域集会所 3 月  2 日 ●土 
14：00～15：00谷地頭農民研修所

11：00～12：00根井地域集会所

 3 月  2 日 ●土 
 3 月  3 日 ●日 

14：00～15：00駒沢地域集会所 3 月  3 日 ●日 



オフィシャルホームページ鈴木重正
https://www.suzukishigemasa.com/

すずきしげまさ

　これまで各所でのミニ集会において皆様か
らいただいたたくさんの貴重なご意見等を受
け止めて鈴木重正が自らの思いを伝える場と
して「これからのまちづくり」と題する演説会を
開催いたします。

(討議資料)

◎鈴木重正後援会からのお知らせ

と　き　：　３月２３日（土）　午後６時～　
ところ ：　三沢市国際交流教育センター
             2階研修室
主 催 ：　鈴木重正後援会

皆様には万障お繰り合わせの上、
ご参加くださいますようお願いいたします。

後援会/サポーター募集
後援会では一緒に鈴木重正を応援してくださる方を募集しております。
応援していただける方は、後援会事務所もしくはホームページより申し込みを
お願い致します。

  ー皆さまとのふれあいを通じて「きずな」を深めてまいりますー

各所でのミニ集会

2月2日　細谷地域集会所

愛するふるさとのために、そこに暮らす人たちのために、夢と誇りあふれるみさわづくり。愛するふるさとのために、そこに暮らす人たちのために、夢と誇りあふれるみさわづくり。

We   みさわWe   みさわ
ーご参加いただいた皆さんありがとうございました。ー

～ふれあい写真館～～ふれあい写真館～

鈴木重正の活動状況はホームページやfacebookでも詳しく紹介されておりますので是非御覧下さい。
ホームページではご意見、ご感想、ご要望など「あなたの声」も募集しております。

三沢の未来を創るわの会

鈴木重正 公式 ｆacebookページ

　皆さんから、国道３３８号線への防雪柵の設置等交通安全対策と道路維持補修の促進、北部への定住
対策のための働く場の確保と優良住宅地の提供、中心市街地・病院と北部を直結する無料バスの運行、
魅力ある田舎づくりへの支援等、大変貴重なご意見をたくさんいただきました。ありがとうございました。

　皆さんから、国道３３８号線への防雪柵の設置等交通安全対策と道路維持補修の促進、北部への定住
対策のための働く場の確保と優良住宅地の提供、中心市街地・病院と北部を直結する無料バスの運行、
魅力ある田舎づくりへの支援等、大変貴重なご意見をたくさんいただきました。ありがとうございました。

2月2日　六川目社会福祉センター

2月９日　織笠地域集会所 2月９日　塩釜農民研修所

１月26日　淋代地区集会所
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